r — どうかし よって？ うん ご 

あらわ 

僕 は 腕時計に 幻れ る、 午後 十 時半の 指針 をみ て 立 

上る。 

r —— うん ご 

「_ — 浮気し よ つ て？」 

すでに、 僕の こころの 秘密 撮影 をす まして、 魑魅 子 

はラ ー フェン クラウ を 小指に はさんで、 どうや、 と、 

云うよう な 朗らかな 顔 をして いる。 

「 —— …… うん、 浮気し よった！」 

そこで、 かの 女 は 蓮の 花が ひらく ように、 僕の ここ 

ろの 迷彩の なかで わらいだす。 その、 わらい 声が 妖し 



くも ある 蠱惑と な つ て 僕に 搦み ついて くるの だ。 

僕 は 立ち あがる と 合 廊下に 出て 電話の 受話器 を 外し 

た。 都会と 郊外の 境界線に ある 中流の ホテル、 時刻 は 

東京 駅 を 十 時 五十 五分の 神 戸 行 急行列車の 発車す こし 

まえの 混雑 時だった。 

前夜の こと、 更ける とす こしば かし 溝 をった 

う クレオ ソ— トの 臭いが 鼻に 滲みた が、 築地 河岸 附近 

にある ダンシング. ホ —ルで 僕 は その 夜、 踊って いた。 



だ、 栗鼠の 豪奢な 毛皮の 外套 をつ けた アトラクティブ 

あいびき 

な 夜の 女の 華 車な 姿が 、 化粧 鏡 を 恋愛 の 媾曳の ための、 

こころの 置 場と して、 僕に 微笑みかけて いるの だ。 

たった、 ひとりで 踊 場に あらわれる レデ— の 香 入り 

の 天蓋の 下で、 僕 は 曲線の ある ウィンク を 感じながら、 

いんぎん う 

女性の 罠と、 慇憝な 精神の むなさわぎ を衝 ける。 

浮 舟の ように ネオンサインに ブル ウスの 曲目が あら 

われる と、 ジャズ. バンドが 演奏 を 始めた。 すると、 

恋 を 語る に は 千載に 一 遇の この 曲に 立ち あがる 男女、 

そして、 僕 も 立ち あがる と、 馴染みの 踊 子の ァ 

スト ラカンの 裾 を 踏む ようにして、 



「 —— あの、 栗鼠の 毛皮の 外套 をつ けた 女 を 知って 

る？」 

すると、 僕の パ— トナ ー は 陽気な 鼻声 を だして、 

「 —— 気に入った ご 

「 —— うん ご と、 うなずく の を、 踊りながら 好 

色 的な 上眼づ かいに 見て、 かの 女 は 僕の 背中に ェピ 

キ ュ リ アン 同志の する 暗号 をった える と、 

さ さ や 

「_ —— お 世話し ましょう か？」 と、 小声で、 そっと 囁 

「 —— たのむ ご 

「 その 御礼 は 9 」 



「 —— その、 今月分の 衣裳 屋の仕 払い を 引う ける よご 

すでに、 かの 女 は 栗鼠の 毛皮 をつ けた 女 を囵リ にし 

て、 

「 —— いい わ、 こんどの ワルツの 曲のと き、 あんた、 

あの レデ— に 申込む のよ。 それまでに 話しつ けと くわ。 

…：- J 

そして、 ふたたび ダンス 場の 桃色の 迷宮の なかで 僕 

は、 嗄れ 声の ジャズ • シン ガ— の唱ぅ 恋歌に 聞き惚れ 

ていた。 

イタリア ン との 混血児の 上海 からこの 土地に 稼ぎ 

にやって きた 踊 子の 鳩胸、 その 偉大な 女性の 耕作地に 



こだます る サキソフォンの 反響、 かの 女 は、 いつも 踊 

場に 蜜月の 旅 を つづける。 

ゆる 

また、 あらゆる もの は 緩やかに 旋回した。 その 夜の 

幾 枚 目 かの 衣裳 を 着替えて 化粧室から あらわれて くる 

踊 子 は、 その 小脇に かかえた 口紅 棒の 汚点の ついた ハ 

ンド. バッグ を 離さない。 かの 女た ち は、 ハン 

ド • バ ッグ さえ あれば、 たとえ 露天の 夜 だ つ てた え 忍 

ぶこと がで きる、 浪速へ なりと、 上海 だって、 街の ェ 

ロチシ ズムの 集散地へ なりと、 こころの ままに 行く こ 

とがで きる。 

前髪 に 蝶結び の リボン を 巻いた 踊 子の 意気 姿、 か の 



女 はもと より ショウ ト. スカウト、 ハイ ヒ— ル、 流行 

色の 粧 いが 艷 やか だ。 

waltz 

ダンス • ホ— ルの溶 暗の なかで、 僕たち は 縫目の な 

い 肉体の ように 結びついた 。 そして、 赤い 

蝶の ように ホ— ルを 旋回しながら、 僕 は 粟 鼠の 毛皮 を 

つけた 甘美な 女の 顔の 花園 を 眺めながら 云う の だ。 

「 —— 僕 は、 あなた を、 どう 解釈したら いいんで しょ 

う？ 一 



「 そんな こと、 ご 自由 だと 思います わご 

不可思議な 女の 声に あらわれる メロ ディ を 感じて、 

「 —— そんなら、 僕と、 ホ— ル からお 出掛けに なり ま 

すか？」 

「 —— あたし、 お供した いんです わご 

「^ 1 何処へ？」 

まか 

「 —— あたしの こと、 なにもかも、 あなたに お委せす 

るので すご 

「^ I しかし ご 

「 —— おいや。」 

妖しい 蠱惑の なかに、 僕 は 色欲の 錨 を 沈めてから、 



粟 鼠の 毛皮の 外套に つ いた 無数の 獣の 顔 を 愛撫した。 

辻 待 自動車の なかであった。 

「 —— 僕 は、 あなたに 恋愛 をす るか も 知れません よご 

「 —— あたし、 そんな こと、 好きで なくって よご 

「_ —— いや、 僕に は それ 以外の こと はつ まらない こと 

なんだ ご 

「 —— あら、 なぜ、 そんなに 亢奮な さるの ご 

裏 街 を 行く 車窓に メ インス トリ— トの 上層の 華美な 

電飾が 反映して いた。 

「 —— …… 接吻し ますよ ご と、 僕が 云った。 

「 —— …… いやです ご と、 云う 栗鼠の 毛皮の 外套 をつ 



けた 女の 真珠貝の ような 耳垂 が、 セン ネットの 場合の 

感覚 を も つ て o 

下町の 袋小路に ある ホテルの 一室へ、 僕 は 僕の 恋心 

を 監禁して しまった。 

そして、 僕 は 酔った ときの 癖で、 鍵穴に 秘めた 最期 

の 手管 を もって、 ダンス • ホー ル からの 女友達 を 眺め 

た。 

だが、 そこに は 栗鼠の 毛皮の 外套 をつ けた、 僕に た 



てきがいしん 

いする 敵愾心 を 青ざめた 顔面に 浮べた 女性が 寝台の 柱 

もた^-力 力 

に 凭掛 つていた。 

「 …… どうしょうと、 お思いになる の ご 

「 —— …… あなた を 娼婦と して、 僕 はおつ き 合いした 

いんです ごと、 云いながら、 僕 は 外套 を 脱る と、 ソファ 

に 埋 れて 青い 小切手 帳 を 示した。 

「 いくら 9 」 

r j 

「_ —— 僕 は、 あらゆる もの を あなたの ために 失く して 

もい いんです ご 

しかし、 彼女 は 青磁の リノリウムに 花の 浮いた 波浪 



「 —— あたし 神 戸 だ わ、 でも 明 夜の 十 時 五十 五分の 列 

車で 妾 帰ります ご 

r — さようなら ご 

「 — …… さようなら ご 

とつぜん、 受話器 を 外した 電話 を 衝撃す る 音が、 僕 

と 魑魅 子の こころ を ときめかした。 

一瞬間、 儍 かった 恋愛の 泡が 消えて、 ェモ ー シ ヨン 

の 波の なかに 僕 は、 繊細な 事件の ために 魑魅 子に あた 
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